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はUめに
　脱伝統化と同化の影響により日系人のエスニックアイデンティティーの維持が困難になってい
るのではないかという疑念について、その影響の程度が報告されている。
　日系アメリカ人のエスニックアイデンティティーについて記述したこれまでの研究の中に、婚
姻形式の問題に触れているものはほとんどない。そのため、本稿では、5世代にわたって米国に
在住している日系アメリカ人がなお日系人三十で結婚を求めている事象について検討する。この
問題を検討するにあたり、次の事を念頭に置いておきたい。1960年代後半までの米国では、地域
によって婚姻の規制が行われていた。その規制では、アフリカ系アメリカ人およびアジア系アメ
リカ人らが、他の民族との結婚について非合法であったということであるi。本研究では、ハワ
イ島のコナコーヒーベルト地域に存在する日系人コミュニティーに注目する。さらに、そのコミュ
ニティーに属する日系5世に焦点をあてる。彼らの婚姻についての現象をさらに分析するため、
次の理論的枠組みを設定した。世代変容理論、エスニックアイデンティティー理論、宗教的アイ
デンティティー理論の3つである。
穣　調査方法
　ここでは、調査方法と調査対象者について述べていく。まず、現地出身者でない筆者が調査を
行うにあたり、注意した点は次である。情報を得るために使用する質問が、筆者と調査対象者と
の間に人種的な緊張感を生む可能性が否定できない。従って、特別な配慮とタイミングについて
慎重に検討した。特にインタビューを行う際、筆者の質問が、他の質問の回答を損なってしまう
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ことを危惧した。その為、対象グループの面接の際には、そのような話題を話すことに問題がな
い調査対象者を選択した。
　居住している地域によって、同じ民族同士の結婚に対する反応には大きな違いがある。コナコー
ヒーベルト地域の5世の間では、日系人同十の結婚を依然として好む傾向がある。まず、初めに
次の調査を行った。日系人同士の結婚について、25人、個人的に面接を行った。その回答は、23
人が民族内での婚姻に積極的であると回答し、1人がアジア系アメリカ人との婚姻を容認できる
とし、残りの1人はこの問題に関心を示さなかった。
　さらに．調査を行っている滞在期間、およそ30人の大学生が再会するパーティーが行われた。
調査対象者の半分は日系人、残りの半分は複数の民族的背景を持ち合わせていた。このパーティー
は、筆者の儀母が所有する自宅の隣で行われた。開催者は．筆者の甥である。集まった大学生の
多くはホノルルおよび米国本土で学ぶ学生で、夏期休暇中に帰郷していた2。ビールなどのアル
コール飲料が大量に飲まれ、パーティーが賑やかに盛り上がりを見せ始める中で．筆者は、5人
の大学生を対象としてフォーカスグループのセッションを実施することとした。議論は、エスニッ
クアイデンティティーを話題とし、さらに、デートや婚姻形態の話題に移った。フォーカスグルー
プのセッションに集った対象者が、幼少時代からの親しい友人の間で実施されたこと。そして、
いくらかアルコールの影響下にあったことが複合的に作用し、調査対象者らが本当の心情を開く
ことに抵抗感のない環境が生まれた3。結果的に、このフォーカスグループセッションでは、感
情のこもった真の心情の表現を調査対象者から得ることが可能となった。
　調査対象者となった5人の若い日系アメリカ人は3人が男性で2人が女性であり、全員が20歳
代の前半で、日系アメリカ人コミュニティーの中心となるコナコーヒーの生産地帯の中心部で育っ
た。調査対象者は、日本仏教を宗教としているが、民族的・宗教的活動に強くかかわるべきとい
う考えを特に持たない人々である。5世である彼ら個人については、日本文化の伝統の影響は弱
く、アメリカの中心的社会に同化していると見なされがちである4。しかし、若い個人である彼
らは、日系人としての誇り高い自意識を持っている。その背景には、コナ地域におけるコーヒー
農業に携わりハワイの日系大乗仏教会とのつながりを持ち、日系アメリカ人社会の子供として成
長したことによる日系人としての社会化がある。これらの個人がかかわる仏教寺院は同一ではな
いが、寺が行う類似した活動を基礎的体験として共有している。また、これらの個人は、「日本
人であることの良さ．文化的伝統、文化の価値」と見なすものに対して、一定の愛着を有してい
る。このことが、これらの個人に良き日本人としての生活スタイルを固持させている。
2　田系アメリカ人5世の事例
　2．噛家族の：影響
　自分が属する民族集団内での婚姻に積極性を示した5人の調査対象者の内、3人が3世の祖父
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母と同居していたと回答している。そのうちの2人は、もし日系人以外の人とデートしょうとす
れば両親から強い抵抗を受けるだろうという懸念を示した。その他の3人の調査対象者も、自分
たちの場合も家族内で居心地の悪い状況が生じるだろうと同意した。5人の調査対象者は、最も
大きな抵抗は間違いなく祖父母からのものになるだろうと語った。ある調査対象者の発言を紹介
する。
　　　　　　　　　ジェームズ5　フォーカスグループセッシ灘ン　参加者
　　　　饗ののとこ、が5轍のヂまデーみ乙τのτ、そのヂなフイグと。ンノくな帰でプb母潔る
　　　文跨る五1〕弟る．多ζ麓頒、が、とτるノ平門ぐ乙τ～蜜ま乙ノな。でる．この5・年の畝，慶のガ鍔てr．
　　　の、とこか｝解0τきたごとがあっτ、ぞ物なつまク．この屍擦』あ紹の麦7って誰客，わ6ぜな〃抑
　　　ばな6なのくとのグ野芹ちでずb徽’母のノなめでプb撒’母がこのこ、とを寿7っノなづ．ぞ抑で
　　　　終カクで乙よラ。叛母の差ノ，か6四物∠累∠7本入琳の誰1かま繍斧ずるなどまのうごまぱ．
　　　御〆ご誓っτあク〆タなひごまなのでコちこの屍縣か：髭ぐゲノで．この2，年ぽどの鳳．泓ノをちの
　　　縮ぱ、こ蹄の諸を徽’母〆ζ窺16ぜるための万；差ξがな‘》か探乙τの毒ξコち
　ここで筆者は話に割り込み、「選択の時代である今、お祖父さん、お祖母さんの考えをどうし
て気にするのですか」と、質問した。
　　　　　　　　　　ジ灘ン6　フォーカスグループセッション　参加者
　　　　徽’母の願のな學：重乙ノをの、と、盟‘》まず謬・・少なぐとる徽’母の。競を享：重乙なゲ抑なヂ
　　　・・艇7本。《ま繍斧ずるごとを褒勿ψ鋤6浮1わカτきま乙た乙…　　叛1母のまこ蹄ろを該搾る
　　　たび〆ご言カカτきノをのでずb雛々ピこのノし）がこのバクグー6身ノし）の女のヂくと縛乙
　　　τ．ぽ6やつぽク艦斧乙たdξ7ノみたのな轟ご帰なごまをのつる雄のτのるので、まう
　　　とづ．饗し等身るこのバカな諸ピナンセンスクをβび始めτのるぐ6の。叛母か惣のつな、が
　　　クを斎〆ご乙τひるまひグよう〆ご管下～えなの羽島む乙ろ．差郷のゆξラな塚か6のノシや．るつ
　　　ま言言えば勿づかの文盈艇ののごくとをノか盈7乙τひるよう〆こ齪づよ。
　　　　　　　　　ジェームズ　フォーカスグループセッシ難ン　参加者
　　　　本当鋸ご．．泓の溜母る6ξっノなぐ両10ごまを芹っτの毒ξプbでる．．泓の徽’な友ヌゲのこ、とを
　　　浮ひまプbπ愛ずるノ（ま編響乙τ本チκ行っτ乙まひなさのノとρうごとを浮っτρまずb
　結果的には、祖母が思いがけない心臓発作で死亡し、1年後に結婚をすることでこの話は終わっ
た。5世のジェーン8も似た経験を持ち、曾祖父母から異民族との結婚は認められないと言われ
ている。驚くべきことではないが、彼女の曾祖父は、非常に描写的な言葉遣いで極めて直接的な
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話し方をする人で、政治的に正しい話し方をする祖父母や父母とは違いがある。世代における変
容理論から検討すると．祖父母から孫にかかわるこの特定の事例においては．デートと婚姻の形
態に関する意思決定にある程度の影響が見られた。異族婚から生じる軋みについて頻繁に言及し、
恐怖感を作り出すことで、一部の事例では、これらの個人に対して自分の民族集団内で結婚する
よう説得することに成功している。発言をさらに分析すると、これらの調査対象者が父母と祖父
母を尊重する気持ちも明らかになった。これは、以前からある日本民族の文化の一端である。年
長者に敬意を払う慣習と義理人情、すなわち自然やその回りのものと共感する能力は、日本文化
であり、過去の世代から受け継がれている。
　同族婚は、世代変容理論において、デートや婚姻の形態の現象の一部にすぎないという意味で、
錯綜した問題である。それ故、次にコミュニティーの役割について検討したい。
2。2　コミュニティーの影響
　コナコーヒーベルト地域における日系コミュニティーでは、異状問の結婚について語ることで、
日本人としてのアイデンティティーを維持していることを示している。参加者の語りから、もし
日系人の彼らが非日系人と交際している場合、コミュニティーの否定的な対応に気づくであろう。
　　　　　　　サム9　フォーカスグループセッション　参加者
　え一ま．孝β承シ《ど霧婚乙なひのな、彪レ《か62緋（巽κ㈱クのz五）ク〆ご耐えきカな
の、か6だと忽づ。饗〆ご触コグアンアメグカンの，認証、と義罐紀力のまご，ψ銘》τ触詳乙ぐ鋤が
か6なの　ゲム雛み々の…　　家潴｝猛がひまご〆ごか乙τ懇っτのるみカの。麗が盈ラ
〆ご．疲：女か家瑛をぞづのづ浄乙の次㌧群〆ごさ6乙力っτのづごまぱ學教できなのぬ。
　徽ぱ．々8ψノかだbξね・一さ6〆ご纏々乙‘》こ闘ま〆ご、β畜のコミュニティーか6る受
グン覧力6カτなのごまだよぬ。磁の嘉聯や姥ぱ．のまごノをちやρとこの家瑛の魏ηご‘》
るま不1麦fぞうな乃島な乃で、　夕：分ま房0／U卿0ζθ書函．）の誰かま麦を会〆ご義號死．な，ψ緊つ
ノをんだ乃づ。斎鐙っτのづだ〃でメご：変なの〆ご．な乃で磁のノ覧擢峰旗ジを郵“んだンうラ。
ジョン　フォーカスグループセッション　参加者
　チェノレシーっτのう饗の宏徽ば憾麗と伽τ：か6∠孤ま　サき詮の富め々乃だよ，ね。まあ為
彼女んち喜の動7ご変：わったの，ψ艶な。な∠で．淑女がんレ《ノをちま遊び：婿助ノをか分か6なのゲど
・・ `ちょっ、とかカひそうな窺がずる　ゲど㌔嬢が廼』を4％で．徽な琢笏ζさカτのる懲診
01も麗の友達とか．波女ののまごでさえ．ばか〆ご乙τる。み乃な徽の憂ろで喜！7を
芹っτ、だカる徽のこど拶≠〆ご乙なぐなつτる。どう乙ようるなのよ。
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　上記の語りから、次のことがわかる。日系コミュニティーに属する家族や個人は、異族婚につ
いて．彼らの文化を脅かすものとしてみている。特に結婚は、日本文化を後世に伝えるべき遺産
であり、コミュニティーの基盤として統一することができる。コナ出身のグループセッション参
加者は、非日系人に対し生存への強力な脅威となると考えている。さらに、異族婚した場合は、
親密さを認識する同族への概念機能に影響する。そのような概念は、婚前に、同族の関係を崩壊
させ．異族婚を助長させるかもしれない。その概念を維持する方法は、異族婚の率を防ぐか、異
族婚への社会支援又は、異族婚の土台を切り離すしかない。しかし、「結婚っていうだけで大変
なのに．なんで他の民族を選ぶんだろう。」という点について、以下のことが言える。もし、一
地域民というよりも、家族や友人たち、コミュニティーの人々からの支援や歓迎を受けようとす
るならば、異旧婚は、実行不可能である。結婚は．家族や友人たちによって支配されている。加
えて、彼らは、彼ら自身を取り巻くコミュニティーと強い絆がある。それらの語りから、異族婚
というリスクを冒すのではなく、彼ら個人が．真剣に同族婚を選択し、決断していることを示し
ている。同時に、個々が同族婚を積極的に選ぶ傾向は、コミュニティー自体からの影響もあるこ
とが言える。
ジョン　フォーカスグループセッシ灘ン　参加者
　麗ぱ．このコミュニティーの一老8であるごまを誇ク鵡療づ乙。．θ本ン《であるごまる誇ク
鵡蟹グ。∠7本入θ7剥の2乞曇とふ疹ぷ6乙たク．2乞曇の房霧ま厚窺の2乞曇と翔かずる雄
ぱ．房ノか麺ρのん，だしξカ。みんな毎ψ拓6欝孫があったク．房び文准や観をメ季痘できる
，か6。
　饗がシアみノ〃ご行った夢ラッう一だったのぱ、フe学のハワイアンクラブで友達をずぐん
携物ノなごとかな。うん隔2乞曇み滋なハワイ〃ヲ斜な滋だゐ’今の彼：女る丞ノノ〃レ等身の∠望議斉の
∠ヲ口入ζ∠ヲ系ノし）だ乙憾…　　まあ馬少なぐとる徽な万本ベピ〃系クでハワイ躍身τひ
グごとかな…　　饗蹴元：丈ズi。なぜな6．麗の鍬’ぱ〃る言：えな4》，か6カ。でる．1つだ
〃言つな6、徽がこごピコナクの即身であっノをな6カ。ご物ぱ、徽〆ご言わなの鶏
　饗ノなちのコミュニティーの砂で、1錐たちの磯や磁の多門麓を瑠τみτよ。み帰な幸ぜぞ
づκ喜6乙τるよ。るちぢん隔」謹なうe赫なノ｛ンτのなρだろう〃ム　磐ノをちのコミ認ニテイー
の≠・会下と乙τみノな6．多ぐの夫赫ば辮のの蒜ぎのっτる、と、蟹グdξ。少なぐ、とる麗1が窺1っ
τひるノ留なカ。
スティーブ12　インタビュー
　身分β身でぱ．・ヂ分∠7本入θ7剥ま言：える。コナで淳っτ．身分の塚族ヂ分ぱこご〆ご
猛んでる。麗の波：女な．塗搾の∠ヲ思入ζ∠ヲ系ノ《。）で．現左2年ぐづのがき珍っτる。，だふ’
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ん、のつか、縛ずるで乙よラ。麗の場珍．こごのコミュニティーな．饗がヂ分β本ベピβ
系クっτのうごまを窺7っτのる〃く鼠フe雄、とでるラ6ξぐのっτのる懲rびψ藷な。，塚売1，が汐
入よクる∠ヲ本図ζ∠ヲ剥っぽρ乙・・㌔
ジュリー13　フォーカスグループ　参加者
　私ぱ、こ蹄ごピコナクを誇ク鵡舘》6ξコちこのコミュニティーぱ．β本の廊纏ギ受グ継1が
カτの6ξずbぞ乙τ．多ぐの淀のごとをピコナのコミュニティー，か6ク字協でひまず』朔
えぱ～身分の多野欝や表シ《隔∠ヲ孝彩《ζ∠ヲ系ベクと乙τの入塗でプbさっき隔ジョン，が履：女
の半身がこごだっノをづよかっノをの〆ご。ノっτ浮つたよづκ．私る誰か親勿で甲乙ρこごの
躍身のβ本。《ピ〃系ノ《クま、鰭乙たのでコち
　承ノルノ〃ご左％犠亙ったごま〆滅．舅ぐフe学を卒業乙τこごへ扉っτきたρっτご、と。な
ぜな6．身分、が1ヴつたよう〆ご、4》さぐτ務幣攻コミ潔ニテイー〆ご房るの，かンか増の4リク疹。
．泓ノをちんぱ、∠ヲ本入のズ↑死や藤．ぞ乙でθ7本文盈のク歴逆7ζ揮乙でのる懲礎とがあるん
でコち
　前述したジョン．ジュリー、その他の多くは、コナという特定のコミュニティーに属する事例
を示したものである。これらは、幼少時代を温かく幸せな経験を共有して過ごした場所に帰りた
いという自然な現象といえる。18歳になったジョンとジュリーの2人は、実際に住み慣れた心地
よいコナを離れ、他の地で、異なったコミュニティーや文化と接触するといった様々な経験をし
た。
　ジュリーの事例では、大学を卒業し、コナに戻り、彼女の属する身近で親蜜なコミュニティー
で誰かパートナーを探すことを切望していることがわかる。それに加えて、将来、彼女が家庭を
持ち、子供ができた時に、日本文化を共有することを楽しみにしている。
　ジョンの事例は．人生に完全な解決策はないと指摘している。ジュリーの語りと同様、コナの
日系コミュニティーに属する彼らの両親や、他の日系の両親を例にあげ、同族婚に対しての感情
を個々が共有していることがわかる。
　サムの語りから、エスニックアイデンティティーについて言及することができるであろう。
Tajfel（1978）の社会的アイデンティティー理論によると、個人の知識は、自分の属する社会集
団（または複数の社会集団）から由来する。そして、その社会集団は、個人の価値や感情に深く
かかわっている。その理論をサムの事例に照らし合わせてみると、社会的な集合集団である日系
人コミュニティーによって同族婚が助長されていることがわかる。彼自身のエスニックアイデン
ティティーの感覚は、日系仏教徒の友人（友人のほぼ全体を構成しているのは、コナ本願寺浄土
真宗、コナ大福寺曹洞宗の2つの寺どちらかに属する日系アメリカ人である。）と外部のコミュ
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ニティーに属する人々との比較に基づいている。サム自身の属する本願寺浄土真宗は、日系の社
会集団で、多文化、または様々な民族で構成されていない。筆者は．サムと同じ寺に帰依するハ
ロルドが、次のように述べている機会に遭遇した。「日系仏教の寺として唯一、単一民族で構成
された本願寺に．彼の何世代もの先祖が帰依したことに誇りを持っている。」と．ハロルドは語っ
た。サムやハロルド、その他の語りから、彼ら自身で日系仏教徒として名乗り、同族婚の慣例が
あることを示している。
　ジョンによると、アメリカ本土へ引っ越した後、彼は日系仏教徒である何人かの知人と連絡を
取ったと言う。そして、連絡を取った人々と友情を築こうとした。しかし、本土で育った日系仏
教徒の人々とは、残念ながら親しくなることはできなかった。「本土で育った日本人（日系アメ
リカ人）より．僕が育った場所の日本人（日系アメリカ人）の方が日本文化を理解しているって
気づいたよ…　　本土（アメリカ本土）での経験から、どんな女の子でもいいっていうわけじゃ
なくて．ハワイ出身の日本人（日系人）がいいなって。だって、文化の違いがあるから。」と述
べた。ジョンは、他の日系アメリカ人コミュニティーでの経験を照らし合わせた。そして、彼は、
他の日系アメリカ人とは異なった感覚の背景を持つことを発見した。その感覚とは、日系アメリ
カ人のアイデンティティーというよりむしろ、日本人または、ハワイ出身の日系人というアイデ
ンティティーであると知覚した。
　さらに、Talfel（1978）のエスニックアイデンティティーを用いて明らかになったことは、ハ
ワイ出身の日系アメリカ人グループの内側に隠された複雑な状況である。その状況とは、日系ア
メリカ人の人々のアイデンティティーを引き出し、集団に対するステレオタイプや特性に気づく
ことで、社会的比較や集団の拒絶を被った。しかし、状況の変化（例えば、大学に進学・海外に
行く）により、幾人かの人々は、自分の属していたグループと他を比較することで、自身の概念
を変化させている。
　2。3　日本文化の価値観というコンテクストにおける宗教的アイデンティティー
　日本文化の価値観や社会化のパターンを定義するのが、集団のアイデンティティーであったり、
日系アメリカ人コミュニティーの形であったりする。日系アメリカ人のコミュニティーでは、伝
統的に日系家族を1単位として扱う。その家族らは、所属するグループ内部に依存し、伝統的価
値を永続させる。同族婚についての問題では、文化相違の問題i4について幅広く議論されている。
フォーカスグループで討論の際、筆者は、同族結婚についての論題を与えると同時に、次に議論
する文化についても言及するよう指示した。そこで．リンジーとジョンが．異性と付き合うパター
ンにおける文化の慣習について語った。
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リンジー15フォーカスグループ　参加者
　文准な．，｛会τだと君～うんでプb私ぱ．老会く階でるなんでるなρ〃ム右正刀匹．　畜盆
などの縁引な以βや．鍛労〆ごぽ．右凹凹クっτのグごまラを重要蕩乙τのτ…　　〃
がβ分〆ご一管レe奴かっτ言づど．∠ヲ本文准の葱平門β本語で〃τ浮ラ，か分か6なのゲ乙
差乙控えるα館り、勿募〆ごかずる鯉や潔のやク鯉ス捌．妊の入や勉《を費グな
ど一・るちぢん．β本倉る文准よカ。カォ．私．6ξ，だ〃．本〆ご存つたごとなのん，だ恥ゲム
のつか乙ノなひご蹄ζとのグズみの一一番し〃ごあるの，か㍉∠7本〆窃ゲぐごと。　…　　ノ《厘差卿乙τる
カ　ゲ0やなひゲく孤ぞづカ．やつぱク誰かβ本ベピβ系アメグカノ9の誰かと町回乙たρ
な。ぞ乙τ．のつかヂμができノな6．私の琢霧1や潔父母が乙τぐ物ノなみたの〆ご観を受〃
縦1がぜノをのカ。
ジョン
　饗の彼：女6雰イデイーンクノ6ぱ．β本文准0纏を勿協」苧っτなの滋だゐ波女の嫉
ぱ隔徽’母る憎めτクグズチタンな滋だおだ〉か6憾；勿で浮のノをの，かっτのづま、徽ぱθ
本。《‘θ尉だグム　るつとβ本ノ《ピ〃系クだった6つτ1紹うよ。麗が蛋ラ〆ご．β系三教
まひ下野嚢な．麗〆ごどって重要なんだゐチターヂ侍ジ〆ご存っノな久家瑛のゐ塞γご寿つた
ク・・㌔饗の撒’1母の家γご．払飾∫ある／渉だ〃ム毎θ差汐7〆ご倉べ勿をおμえ乙たクず
るごまな．くとτる重要なごとなんだとでる、ノつだ〃畜，か乙なごくとば、彼女．θ本営〆ごつ
のτムぎぐ激1っτのる帰だゐ彼女1ψメ案の匂のの細を倉べるのぽ．フeっ襯のだよ抽・㌔
　現在のコナという場所において．インタビューは行われた。参加者は、全員日系仏教徒である。
彼らは、伝統と現代について語った。語りは、特に現代に焦点を置き、進行中の会話から成り立っ
ている。上記にあげた語りから、宗教的アイデンティティーについて次のことが言える。ジョン
が彼の彼女について語った内容は、世俗的な伝統主義17について。リンジーは、信心的な伝統主
義i8についての語りである。
　世俗的な伝統主義の日系アメリカ人は、民族的、または、宗教的活動に多く身をゆだねていな
い。例えば．彼らは．墓石や位牌を見て、「これは単なる石．一枚の板」と思うかもしれない。
しかし、そのようなケースばかりではない。彼らの中には、先祖が眠るお墓へ参りに行く。その
ような事象は、宗教的慣習で、重要な伝統的価値を持っている。彼らは、墓の前で線香を焚き．
目を閉じて合掌をする。そのような宗教的儀式をすることで、過去に愛した親族とコミュニケー
ションを取ることができると信じている。そのような儀式と同じく、個々の先祖を敬い、墓に美
しい花を捧げる行為からも、伝統的価値を有していることが、明らかである。
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　ジョンの宗教的アイデンティティーは、信心的伝統主義に多く傾向している。仏教の宗教的慣
習であるお墓参りやお盆、その他の宗教的行事について、キリスト教の慣例では禁止されている
ことが多い。仏教の宗教行事は、日系コミュニティーにとって、宗教的習慣であり、ネットワー
クづくりの一環であったり．社交を行ったりする特別重要な儀式である。ネイディーンは．親密
な日系コミュニティーの外部であるホノルルに育った。さらに、彼女の何世代も前からキリスト
教への改宗を行った。それらを踏まえると、彼女はアメリカの社会に文化変容した完全な状況で
あると考察できる。筆者の観察と簡単な会話から、ネイディーンがある程度、日本文化や伝統を
受容していることが分かった。しかし、彼女の家族は．長い間日系コミュニティーから離れてし
まった。そのような状況で育った彼女は、日本人らしさを表現する能力を欠いてしまったのであ
ろう。
おわりに
　同族結婚については、その立場にいる人がどちら側に属しているのか次第で、大きく異なる。
コナコーヒーベルト地域に日系アメリカ人が5世代も亘って、アメリカに住み、日系コミュニティー
を存続させている。そのコミュニティーでは、いまだなお同族婚への需要をみせている。デート
や結婚のパターンについて．彼らが決断する過程の状況を議論した結果．家族やコミュニティー
の影響、日本文化の価値観が一般的な要素であると本調査でわかった。そして、世俗的伝統主義、
又は．信心的伝統主義に関する宗教的アイデンティティーを保持する人々は．多数の事例から．
民族内部での結婚に傾向する結果であった。日系人における結婚の意味や配偶者の役割とは、個
人自体よりも、日本の伝統．文化的経験、家族によってある程度影響を受ける。さらに、コナコー
ヒー地域におけるコミュニティーの日系人が配偶者の選択をする場合、コミュニティー内で選ぶ
ことが彼らの文化において、長い間伝統になっている。
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2　2つのデータは別々の調査：方法を使った。1つは、フォーカスグループセッション。もう1つは、個人
というマイクロレベルに焦点をあてた個人インタビューである。フォーカスグループセッシ鷺ンは2008年
の夏に行われた。参加者は、ジェームズ、ジョン、サム、ジュリー、リンジーの5人である。
3　筆者と参加者らは、インタビューの間、バーベキューグリルを囲んでステーキを焼いたり、アルコール
を飲んだりしていた。私の友人は、その隣で参加者である若い日系5世の女の子たちに日本スタイルのお
にぎりの作り方を指導していた。
4Kitano（1984）らは、1979年、ロサンゼルスに住む3世アジア人のインターマリッジについて調査した。
その結果、彼らは、日系人以外に中国系は他に引けを取らず、異族婚の率が高かったことがわかった。そ
して、多くのアジアンアメリカングループのアジア女性はアジア男性よりも、彼ら以外のグループの相手
と結婚する傾向にある。その傾向は、彼らの研究と同じく、アメリカの国勢調査センサスで行われた結婚
登録においても同様であった（：Labov　and　Jacobs，1986；Kitano　et　al．，1984；Kikumura　and　Kitano，
1973；：Lee　a磁Fem蝕dez，1998；Spickard蝕d　Fong，1995）。さらに、アジア系アメリカ人の結婚では、
高い率で、女性・男性共に彼ら以外の民族グループの相手と結婚している傾向にある。
5　ジェームズは、生粋の日本人だと彼自身認識している。彼は、ハワイ大学の生徒でコナのキーレククア
で育った。彼が育った場所は、日系アメリカ人コミュニティーの中心部にあたる。彼の父親は、影響力の
ある銀行員で、母親は、高校の教師をしている。父親は、本願寺浄土宗のメンバーで、母親は、セントラ
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　ルユニオンコナ（プロテスタント）へ積極的参加をしている。インタビューの問、彼の話し方はとても優
　しかったが、筆者の調査についてとても積極的に参加してくれた。彼は、いつも皆に気を配り、ビールが
　きちんと皆に行き渡っているかどうか確かめていた。さらに、「祖母は、同族婚以外についてはとてもリ
　ベラルである。」と、彼は、述べた。
6　ジ澱ンは、生粋の日本人だと自分自身認識している。シアトルにあるワシントン大学で学んでいる。彼
　は、コナコーヒーベルト地帯にあるコミュニティーの少し外側の場所で育った。しかし、筆者は、彼をそ
　のコミュニティーに属すると判断した。判断理山として、そのコミュニティーの人々が通うコナワエナ高
　校へ同じく通っていたことと、日系コミュニティーの中心となる祖父母の家によく寝泊まりしていたこと
　を考慮した。コナに住んでいる問、学校が終了した後や時間があるごとに、ジョンは地元の日系人の友人
　とよく過ごしていた。
7Sussuman（1982）は、異民族間の結婚について調査した。その調査の結果、異民族間で結婚した夫婦
　は、特に「困難さと失敗の認識、さらにそのような異民族間の結婚について前向き、又は、成功させるこ
　とを無視する傾向がある。」と、Sussumanは提示した。
8　ジェーンは、自分自身を生粋の日本人と認識している。しかし、母系から8分の1中国系の血が流れて
　いると述べた。彼女は、無信心者だとはっきり宣言した。彼女は、サンフランシスコのコミュニティーカ
　レッジを卒業し、生まれ故郷のコナへ帰ってきた。現在、大きなホームセンター会社で働いている。彼女
　の育ったコナのケアホウという町は、コナコーヒーベルト地域のコミュニティーである。彼女へのインタ
　ビュー中、彼女がコメントした、次の語りに敬意を示したい。「曾祖父をとても愛しています。そして、
　彼は、とても親切でした。」彼女の家族は、多くの民族問題に対して適度に自山主義である。と、彼女は、
　言及した。
9　サム自身は、純粋な日本人であると認識している。彼は、ハワイ大学の生徒で、高校生まで両親と一緒
　にコナコーヒーベルト地域の中心に住んでいた。その居住地は、特に日系人家族住居の密集が高い場所で
　ある。彼は、5エーカーのコーヒー農家を家族で経営しているところで育った。その為、彼はコーヒーの
　季節になると長い時間、家業を手伝わなければならなかった。彼の家族は、本願寺浄土真宗の積極的な活
　動をしている会員である。
10筆者は、サムがこの話を語っている問、彼の顔の表情や、声のトーンを観察していた。その観察によっ
　て、彼は、将来この日系人コミュニティーの中で結婚相手を探すであろう。と、十分説得できる状況と筆
　者は、判断した。
11例えば、Freeman（1955）は、ハワイにおける個人の異民族間結婚について調査した。その調査で以下
　のことが分かった。①特に自身の属する民族グループに拒否された気持ち、②拒絶に反応して敵意を生じ
　させる、③通常のパターンとして他の民族グループと認識する。という3つのラベルに分かれると提示し
　た。この記事は、50年代に書かれたものである。しかし、その時代から異民族同士の結婚について提示し
　ており、未だ強く慣行していることが分かる。
12スティーブは、半日本人と認識している。彼は、UC：LAの学生である。スティーブの父親はヨーロッパ
　系アメリカ人の混血で、母親は、日系人である。スティーブによると、彼の民族的アイデンティティーは、
　彼の母親から影響を受けているそうである。「僕の父親側からは、スペイン・ドイツ・オランダ・アメリ
　カンインディアンの血を受け継いでいるんだ。でも、そのことについて自分でどう認識していいか分かん
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　ないんだ。あまり父親側（民族性）については興味がないんだ。だって、僕はコナに住んでいて、母親側
　のいとこや、おじや、おばと付き合いがあるからね。僕自身、半日本人ってことに自信をもっているんだ。」
　と彼は語っている。彼の母親は、日系コミィニティーの中心的存在で、大福寺曹洞宗の積極的な活動をし
　ている会員である。
13　ジュリーは、純粋な日本人であると認識している。彼女は、ハワイ大学の学生である。ジェームズと同
　じキーレククアで育った。彼女の父親は、歯医者をしており、母親はその歯科病院で受付をしている。両
　親ともに、人福寺曹洞宗の積極的な活動をしている会員である。
14Madling＆MeCurey（1981）の研究では、結婚後の夫婦において、お互いの類似した価値や婚姻生活
　について調整が重要であると提示している。さらに、調査では、調査対象の夫婦が類似する価値をもって
　いるほど、調整がうまくいくことも示されている。Wilcoxo鷺and　Hovestadt（1983）は、次のような報
　告をしている。夫婦それぞれの家族に類似が少ない場合は、お互いの関係に、低い満足度を示した。
15　リンジーは、純粋な日本人であると認識している。彼女は、南カリフォルニア大学の学生である。彼女
　は、コナコーヒーコミュニティーの中心であるキーレククアで育った。彼女の家族は、本願寺浄土真宗の
　積極的な活動をしている会員である。彼女に会った際、気がつかされたことは、日本文化についての興味
　を持っていることであった。特に、日本食について興味を持っていた。その為、彼女の面会を終えた次の
　日に、彼女を招いて日本食のレッスンを行った。
16　ネイディーンは、ジ鷺ンの彼女である。彼女は、純粋な日本人であると認識している。現在、ショアラ
　インコミュニティーカレッジで学んでいる。彼女は、適度に裕福な家庭で育った。父親は、パールハーバー
　の海軍基地で、技術者として働いている。母親は、正看護婦である。彼らは、オアフ島にある、ホノルル
　のビバリーヒルズとして知られているカハラに居住している。彼女とは、以前シアトルに行った際何度か
　会って、話もしている。その会話の中で筆者は、日本人としての文化について彼女の知識は不十分である
　と感じた。それは、彼女が育った際に他の日系人らと交流をあまりしてこなかったからであろう。それに
　加え、彼女の背景にキリスト教の信心が埋め込まれ、様々な日本文化の慣習を習得するのは難しかったと
　思われる。
17　ここでの、世俗的な伝統主義は、次の社会的単位について描写した。日本の伝統的な習慣として重人な
　関わり合いのある、個人、家族、社会である。
18信心的な伝統主義について、次のようなアプローチをした。先祖や歴史、又は、普遍性の信心が、伝統
　的日本の儀式における特徴を通して、どのように反映するか焦点を当てた。
